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東京税理士会板橋支部弘報

新幹線が開業して間もない福井の駅前では、名だたる恐竜のオブ
ジェが出迎えてくれます。名所名物も豊富に揃っています。曹洞宗の
総本山永平寺、柴田勝家終焉の地北ノ庄城址（柴田神社）、２時間ド
ラマの聖地・断崖絶壁の東尋坊。ここにはありませんが福井城址、丸
岡城。恐竜博物館。そしてグルメはおろし蕎麦、越前ガニ、羽二重餅に
水羊羹・・・楽し美味しい北陸の旅をぜひ満喫してみてください！

撮影／事務局　千葉克敏

リアル２時間ドラマのクライマックス



東京税理士会板橋支部定期総会第69回

令和７年６月24日　メトロポリタン池袋にて

　令和７年６月24日（火）、ホテルメトロポリタンにて、第69
回定期総会を開催いたしました。総会当日の出席会員数は
執行部を含め71名、委任状出席232名となりました。昨年度
は、総会出席会員数は56名、委任状出席239名となっており
ます。
　開会に先立ち、多田明生厚生部長より前年の定期総会以
降亡くなられた会員のお名前が読み上げられ、ご冥福を祈り
黙祷を捧げました。
　その後、山上淳総務部長の司会進行で、開会の言葉を横
田貴広副支部長、支部長挨拶を鈴木玲支部長より頂き、議事
進行の議長に野口一夫会員が選出され、議事に入りました。

〈議事〉
第１号議案　令和６年度事業報告承認の件
第２号議案　令和６年度決算ならびに財産目録等承認の件
第３号議案　令和７年度事業計画承認の件
第４号議案　令和７年度収支予算承認の件

　各担当部長、委員長の報告並びに提案説明があり、住谷
和彦監事の監査報告を受け、慎重な質疑応答の上、原案通
り承認可決されました。
　林千草副支部長の閉会の言葉により閉会いたしました。
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就任のご挨拶

　令和７年６月24日の第69回東京税理士会板橋支部総会をもって、支部長を無事
に退任させていただきました。１期２年間と短い期間ではありましたが、まずはお世
話になった方々に、感謝の言葉を述べさせていただきます。
　就任当時、不安90％・希望10％の船出でしたが、皆様の温かく時には厳しいご指
導の下無事（？）に過ごせたのが何よりです。
　人生の中で様々な卒業を経験しましたが、『こんなにうれしい卒業は無い！』と言う
のが正直な気持ちです。
　支部長としての重圧があった反面、楽しい経験も沢山させていただきました。他支

部との交流・他団体との交流を経験したことで、板橋支部を客観的に見ることも出来ました。その結果言え
ることは、我が板橋支部は、伝統を守り、会員間が仲の良い支部です。『登録してよかった支部No1』が実現
できたか否かは判りませんが、私は板橋支部が大好きです。
　最後に、コロナ明けの２年間、とにかく酒浸りの毎日でしたので、坂田覚新執行部を温かく見守りなが
ら、少し大人しくします。
　とは言え、微力ながら板橋支部を支えるべく尽力しますので、これからも皆様よろしくお願いいたします。

支部長
坂田　覚

支部長を終えて

　鈴木玲前支部長の後を受けて、新支部長に就任した坂田覚です。
　伝統ある板橋支部の長という重責に身が引き締まる思いですが、役員一丸となり
会務を行っていく所存です。
　支部長に就任してから、支部の役割は何だろうと考えることがあります。支部規則に
は「本支部は、東京税理士会の目的の達成に資するため、本支部に所属する会員に
対する指導、連絡及び監督を行うことを目的とする。」として支部の目的が記載されて
います。具体的に行うべき事業としては、会員への指導・連絡・監督の他に研修、税務
支援、租税教育、福利厚生などが挙げられています。
　以前より、支部の行事はこの目的に沿って様々な事業が進められ、会員にとっての資質の向上、良き交
流の場となっていたことはもちろんのことですが、税理士である我々が出来る社会貢献の役割も担ってい
ました。
　しかし、昨今のインターネット技術の進化、個人情報保護の高まりは、支部運営にも影響を及ぼしており、
対応が必要となっている状況にあります。このような環境のなかでも従来通り、板橋支部が会員のみなさま
にとって良き居場所となるよう、会員同士の関係が希薄にならないよう、模索していかなければならないと
感じております。
　先輩方から受け継いだ良き伝統を大切に、明るく楽しい支部運営を目指し、会員の方の参加機会が増え
るよう努めてまいりたいと思います。みなさま、2年間、支部活動へのご協力をお願い申し上げます。

前支部長
鈴木　玲
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着任のごあいさつ

副署長（総務担当）
梅澤 篤彦

副署長（個人担当）
渡邊 龍智

副署長（法人担当）
齋藤 充仁

板橋税務署長
　物久美子ケ

　残暑の候、東京税理士会板橋支部の皆様におかれましては、ますますのご盛栄のこと

とお慶び申し上げます。

　この度の人事異動で、板橋税務署長を拝命し、国税庁長官官房監督評価官室から転

任してまいりました　物でございます。
　前任署長の黒子同様、よろしくお願い申し上げます。

　東京税理士会板橋支部の皆様におかれましては、確定申告期における無料相談をは

じめ、e-Taxの利用拡大及び租税教室への講師派遣など、税務行政全般にわたり、多大

なるご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　特に令和６年度の租税教室におきましては、次世代を担う児童や生徒、学生のため、

65校もの小・中・高・大学へ、数多くの講師を派遣いただきました。

　この活動内容は東京税理士会48支部のうちトップの数字であり、坂田支部長をはじ

め、会員の皆様のご尽力の賜物と深く敬意を表する次第でございます。

　さて、近年、税を含むあらゆる分野でデジタル技術の活用が急速に拡大するなか、国

税庁においても、各税目のe-Taxの利用をはじめ、年末調整手続の電子化、キャッシュレ

ス納付などデジタル化を推進しております。

　特に各税目の申告手続に関するオンライン利用率は、皆様にご利用いただき着実に

向上しております。

　一方で、キャッシュレス納付の利用は、社会全体の現金管理等のコストを引き下げる

など、納税者にもメリットがある施策ではあるものの、国税の納付については、金融機関、

税務署等での窓口納付が大半を占めている状況です。

　特に納付機会の多い源泉所得税については、キャッシュレス納付の利便性を体感し

てもらうため、「源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナー」を国税庁のホームペー

ジに開設しております。

　引き続き、キャッシュレス納付の積極的な周知・広報、利用勧奨にご協力をお願い申

し上げます。

　結びに当たり、貴会のますますのご発展と、会員の皆様のご健勝並びにご事業のご繁

栄を心から祈念いたしまして、私の着任の挨拶とさせていただきます。

ケ
けんもつ
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着任のごあいさつ
　本年４月の人事異動で、板橋都税事務所長に着任いたしました蓮沼でございます。

前任の木村同様、よろしくお願い申し上げます。

　東京税理士会板橋支部の会員の皆様方には、日頃より東京都の税務行政及び都政

全般にわたり、深いご理解とご支援を賜っております。その中でも特に租税教室につい

ては大変精力的に取り組んでいただいております。将来、社会を担う小学生から大学

生までの多くの若い方々に対し、税金について学び、そして考えることで税の意義や役

割の理解を深めてもらう機会を設けていただき、大変感謝しております。私どもの職員

も、講師として参加させていただいておりますが、税のエキスパートである先生方とご

一緒させていただくことで、改めて学ぶことも多く、貴重な機会であると考えておりま

す。この紙面をお借りいたしまして、厚く御礼申し上げます。

　近年、人口減少や少子高齢化、大規模災害への備えなど、都政が取り組むべき課題

は増々広がってきております。これらの課題に的確に対応し、東京都が持続的に成長

をしていくとともに、都民の皆様により良いサービスを提供していくためには、そのた

めに必要な財源を確保していくこと、すなわち都税収入を安定的に確保していくことが

不可欠であります。そうしたことから私ども都税を担う税務行政の役割は引き続き重要

であると認識しております。

　東京都における様々な施策が着実に実現できるよう必要な財源の確保について、今

後も関係団体の皆様方のお力添えを賜りながら、職員一丸となって取り組んでまいる

所存でございます。

　また、東京都では今年度も納税しやすい環境づくりに向けたキャッシュレス納税推

進の取組を継続し、納税者の利便性向上を図ってまいります。今後とも、皆様方の変わ

らぬご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　結びにあたり、東京税理士会板橋支部の益々のご発展と、会員の皆様方のご健勝、

ご事業のご繁栄を心から祈念いたしまして、着任の挨拶とさせていただきます。

板橋都税事務所長
蓮沼 正史
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　この度、総務部長を仰せつかりました小篠政雄です。副部長に山下まり子会員、委員に倉林正憲
会員、寺島哲会員、林千草会員、福武由利子会員の６名で山上担当副支部長のもと運営してまいり
ます。どうぞよろしくお願いいたします。
　総務部の所掌は、定期総会、幹事会、常会の運営や各部・各委員会への連絡事項、本会・支部間
及び関係官公庁・関係団体との連絡協議など業務は多岐に渡ります。総務部で一致団結してスムー
ズな会務運営をしていきたいと思っています。
　会務運営は会員の皆様のご協力なしでは成り立ちません。皆様のお力添えよろしくお願い申し上
げます。

部  長　小篠　政雄総 務 部

　この度、青年部長を仰せつかりました増田浩美です。
　青年部は、佐藤正弘副支部長のもと、太田秀行副部長、垣内悟会員・古川雛会員の4名で活動し
てまいります。
　青年部では、研修会・講演会・親睦会・情報交換会などを企画・開催し、青年部員の皆さまに積極
的にご参加いただけるよう努めてまいります。こうした取り組みを通じて青年部の活性化を図り、ひ
いては支部全体の活動にも貢献できるよう、微力ながら尽力する所存です。
今後2年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

青年部

　この度、厚生部長を拝命しました坂田映と申します。メンバーは柴田裕士副部長、高橋稔委員、高
橋通彰委員、土屋翔委員の計5名です。
　厚生部では、皆様の親睦の機会の提供や慶弔関係に取り組んでまいります。具体的には、忘年会
・バスハイク・班会議の実施、同好会へのサポート、各種スポーツイベントへの参加などです。このよ
うな活動が板橋支部における皆様の充実した生活と、良き仲間を得ることに繋がりましたら幸甚に
存じます。
　できるだけ多くの会員に楽しんでいただけるよう、厚生部一同励んでまいりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

部  長　坂田　映厚 生 部

新 執 行 部 紹 介
２年間よろしくお願いします

部  長　増田　浩美
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部  長　前田　大輔研 修 部

　この度、研修部長を仰せつかりました前田大輔と申します。
　丸山光幸副部長、岡東聡会員、三瓶克弘会員、宗像勝巳会員の計5名で多田明生副支部長のも
とで活動してまいります。
　研修部では支部常会の後の月例研修会を初めとして各種研修の企画運営や情報提供を行って
まいります。会員の皆様もご存じの通り、年間36時間の研修受講が税理士会会則・研修規則により
義務付けられております。
　幅広い会員の皆様の業務に活かせるような研修実施を行ってまいりたいと考えております。
　会員の皆様におかれましても是非とも積極的な研修受講をお願い申し上げます。これから2年間
何卒宜しくお願い致します。

　このたび租税教育推進部の部長を務めさせていただくことになりました渡邉令子です。
　佐藤正弘担当副支部長のもと、5名の部員と共に活動してまいります。
　税理士として、これからの社会を担う子どもたちへの租税教育は、未来を明るくするための大切な
一歩だと考えております。
　まだまだ未熟ではございますが、板橋支部の皆様と力を合わせ、租税教育の推進に精一杯努め
てまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

部  長　渡邉　令子租税教育推進部

　この度、税務支援対策部長を仰せつかりました川口裕士と申します。
　柱山歩副支部長のもと、坂田利之副部長、大橋博晶委員、佐藤昭博委員、本村佳史委員、川口で
活動を行います。
　税務支援とは、「経済的理由により税理士に依頼できない小規模納税者や税理士会が地域の実
情等を考慮して援助が必要と認めた方を対象として、無償又は著しく低い報酬で税務相談等を行う
もの」です。具体的には所得税確定申告期の無料相談、支部独自の無料相談会、法人会主催セミナ
ー等への講師派遣、税理士紹介などを行っています。
　会員の皆様にはご協力をお願いすることが多分にあると思いますが、お力添えよろしくお願いい
たします。

部  長　川口　裕士税務支援対策部

　引き続き、綱紀監察部長を仰せつかりました齋藤六郎です。
　綱紀監察部は、佐々木副支部長のもと、谷道隆副部長、三浦恵利香委員の3名で活動していきま
す。2年間どうぞよろしくお願いします。
　綱紀監察部の主な活動は、非行の未然防止です。綱紀問題、にせ税理士の実態及び予防方法等
についての監察業務を適正に執行するため、税務署と連絡協議会を重ね、互い意見を交わしてお
ります。これは税理士法に抵触するかもしれないと思われる場合には、綱紀監察部又は板橋税務署
総務課　課長補佐に相談してみて下さい。
　そして、令和7年度から10年度に税理士証票等の確認を行いますので、早期の確認にご協力を
お願いします。

部  長　齋藤　六郎綱 紀 監 察 部

新 執 行 部 紹 介
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部  長　青木　学経理部

　経理部長2期目となりました青木学です。同じく引き続き2期目の中田俊行副部長と林正和委員、
そして今期新幹事の有泉誠委員のメンバーで活動いたします。
　会員皆さまよりお預かりした大切な会費の管理という責任を担う立場であることを第一義として、
チームワークを大切にしながらしっかりと務めてまいります。
　諸先輩方から受け継いだ伝統ある板橋支部の活発で楽しい様々な活動を下支えするために、適
正かつ有効な予算執行の見守り役を担ってまいります。2年間よろしくお願いいたします。

　この度、法対策部長を拝命いたしました牛田惠でございます。法対策部は、柱山歩副支部長のも
と、矢尾祐一副部長、萩野谷大輔委員とともに、力を合わせて活動して参ります。
　初めての部長という大役を仰せつかり、身の引き締まる思いでございます。微力ではございます
が、役員経験の豊富な矢尾祐一副部長と萩野谷大輔委員のお力添えを賜りながら、責務を果たし
てまいりたいと存じます。２年間宜しくお願い致します。

部  長　牛田　惠法 対 策 部

　広報部長を仰せつかりました鷹合寛です。横田貴広副支部長のもと、安井教雄副部長、今期より
新たにメンバーに加わっていただきました森田清人委員、阿南宏治委員、吉本勝也委員及び鷹合
寛の5名で活動させて頂きます。
　広報部の活動は支部広報誌『弘報いたばし』の発行がメインです。先輩方が大切に紡いできた歴
史と思い出の詰まった大切な紙面。これまで同様、会員の皆さまに板橋支部の活動情報をお届けす
ることを通じて板橋支部の魅力をお伝えし、次代に板橋支部の今を繋げていけるように広報部一同
楽しみながら努力してまいります。
　2年間よろしくお願いいたします。

部  長　鷹合　寛広 報 部

　公益活動対策部長を仰せつかりました小野慎一です。副部長に鈴木英示会員、委員に根本えり
か会員、森安圭介会員の4名で佐々木真実担当副支部長のもと活動してまいります。2年間どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　公益活動対策部は、板橋区からの依頼による施設指定管理事業者に対する財務点検を始めとし
て、各士業団体で実施する事業と暮らしの無料相談会の運営、公的団体より板橋支部の会員に対し
て協力の打診があった際の窓口・対応を行うなど、会員の皆様のご協力なしでは運営できない部と
なっております。
　会員の皆様のお力添えを何卒よろしくお願いいたします。

部  長　小野　慎一公益活動対策部

新 執 行 部 紹 介
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坂
田
　
覚

 

近藤　光宣

山口　由美

太田　秀行

中田　俊行

安井　教雄

谷　　道隆

鈴木　英示

柴田　裕士

丸山　光幸

坂田　利之

矢尾　祐一

山上　　淳

佐藤　正弘

横田　貴広

佐々木真実

多田　明生

柱山　　歩

 青　年 増田　浩美

 経　理 青木　　学

 広　報 鷹合　　寛

 綱紀監察 齋藤　六郎

公益活動対策 小野　慎一

 厚　生 坂田　　映

 研　修 前田　大輔

税務支援対策 川口　裕士

 法対策 牛田　　惠

 総　務 小篠　政雄

租税教育推進 渡邉　令子

垣内　　悟 古川　　雛

有泉　　誠 林　　正和

阿南　宏治 森田　清人 吉本　勝也

三浦恵利香

根本えりか 森安　圭介

高橋　　稔 高橋　通彰 土屋　　翔

岡東　　聡 三瓶　克弘 宗像　勝巳

大橋　博晶 佐藤　昭博 本村　佳史

萩野谷大輔

倉林　正憲 寺島　　哲 林　　千草 福武由利子

伊藤　裕通 野原　大智 和久井知子

支部長 副支部長 部　名 部　長 副部長 委　　　　　員

山下まり子

役員等名簿 令和７年６月24日改選
（アイウエオ順）

田村　直樹

安田　勝治

八巻　　崇

深川　加代

芥川　靖彦

稲生　安行

小野　聰司

 堀内　行夫 木村　　茂

  坂田　純一

  山野建治郎

  野口　一夫

  山之内敏彦

  野尻　剛司

  大野　　哲

 田中　千税 鈴木　　玲

榎本　　稔 吉田　伸江 有働　武文

倉林　秀雄 二又　郁男 川口　志朗 坂田　　稔

木村まり子 田中　良幸 池ノ上和宏 彦久保光弘

長沼　弘二 濱島　友治 石原　　尚 奥積　賢一

関根　啓裕 松井　邦彦 青山　裕一 丸　　英夫
参　　　　　与

監　　　事

顧　　　　　問

相　　談　　役

本会理事
（常務）

　本会常務理事の田中千税です。
　私は租税教育推進部長を仰せつかりました。板橋支部で培った租税教育の経験・知識をもとに、
東京会の租税教育の普及・発展に全力を注ぐ所存であります。
　また、本会理事の鈴木玲会員は、本会広報部副部長として、東京会の会員の皆様に有益な情報を
お届けするとともに、税理士制度の認知を高めてまいります。
　会員の皆様におかれましても是非とも積極的な会務参加をお願い申し上げます。
　これから2年間何卒宜しくお願い致します。

田中　千税本会理事

　このたび初めて監事に就任しました田村直樹です。
　今年度の監事は、留任の堀内行夫会員、新任の木村茂会員と私の3名です。
　監事の役割は、支部会計が適法にして正確に処理されているかを監査すること、及び常任幹事会、
幹事会等の会務の執行が支部規則に従い定期総会、幹事会の決議に基づき適切に行われている
かを監査することです。これから３名で力を合わせて活動して参ります。
　これから２年間どうぞよろしくお願い致します。

田村　直樹監  事

新 執 行 部 紹 介
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経理部

2年間よろしく
お願いします

総務部

研修部

公益活動対策部

租税教育推進部税務支援対策部

綱紀監察部

厚生部

法対策部

青年部

広報部

監事 本会理事

新 執 行 部 紹 介
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は じ め ま し て
令和７年７月31日現在（敬称略）
新入・転入会員紹介

会員掲示板

◇お世話になりました◇

新入会員

転入会員

氏　　名／松田　光弘
　　　　　（R7.4.24入会・４班）
登録番号／156192

まつだ　 みつひろ
氏　　名／末包　生海
　　　　　（R7.4.24入会・４班）
登録番号／156193

すえかね　　うみ

氏　　名／大場　浩矢
　　　　　（R7.5.22入会・４班）
登録番号／156420

おおば　 ひろや

板橋支部会員数（令和７年７月31日現在）
支部会員数／422名（男332名、女90名）　支部法人会員数／22事務所

氏　　名／樋口　育子
　　　　　（R7.4.24入会・１班）
登録番号／156218

ひぐち　　いくこ

氏　　名／田頭　正子
　　　　　（R7.7.23入会・６班）
登録番号／156733

たがしら　 まさこ
氏　　名／伏見　俊雄
　　　　　（R7.6.24入会・４班）
登録番号／156520

ふしみ　　としお

氏　　名／林　　裕美
　　　　　（R7.4.14入会・３班）
登録番号／155426

はやし　　 ひろみ

氏　　名／安藤　久仁恵
　　　　　（R7.6.20入会・５班）
登録番号／140521

あんどう　　 くにえ

氏　　名／五十嵐　寛
　　　　　（R7.3.21入会・６班）
登録番号／131992

いがらし　 ひろし

氏　　名／船瀬　千里
　　　　　（R7.5.2入会・２班）
登録番号／149488

ふなせ　　ちさと

氏　　名／柿木　輝明
　　　　　（R7.7.28入会・２班）
登録番号／99277

かきぎ　 てるあき

逢坂　苑華 業務廃止
青木　輝光 業務廃止
佐藤　泰子 業務廃止
大野　ひとみ 練馬東支部へ
櫻井　　渉 業務廃止
藤村　勇仁 業務廃止
遠藤　九臣 業務廃止
茂木　資子 業務廃止

坂　　幸宏　令和7年5月  5日ご逝去
三浦　髙靖　令和7年8月11日ご逝去

ここに謹んで哀悼の意を表します。訃  

報
訃  

報
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新入・転入会員オリエンテーション＆懇親会

　令和7年4月に東京税理士会板橋支部
にて税理士登録をしました。
　この度、新入・転入会員オリエンテーシ
ョン＆懇親会に参加させていただきまし
たが、オリエンテーションから懇親会ま
で終始穏やかで和気藹々といった雰囲
気で非常に心温まる時間になりました。
　自己紹介や支部の紹介では、板橋に新
入・転入してきた方々のことや支部の幹
部の方々のこと、そして東京税理士会板
橋支部の方々が板橋という土地でどのよ
うな活動を行っているのかという具体的
なイメージを持つことができました。その

なかでも、社会貢献活動の一環で行われている租税教室については特に力を入れており、東京都で一番の
実績を上げているとのことでした。租税教室は私も興味があり、折を見て講師として参加させていただきた
いと考えています。
　また、大同生命様による保険代理店制度の説明があり、興味を持ちました。会社の事業活動やプライベー
トな生活においても、保険内容の把握や加入は必要不可欠なことです。今まではあまり関わりを持ってきま
せんでしたが、税理士として保険についてもアドバイスや提案ができることは顧客価値を高めることになる
と思いました。
　オリエンテーション後の懇親会でも、支部役員の方々や大同生命の方々が気さくにお声がけしてくださり、
楽しく、そして有意義な時間となりました。オリエンテーションと懇親会を通じて感じたことは、様々な方々
と交流を持つことの重要性でした。今後も支部の活動などを通じて、ここ板橋で多くの交流を持ちたいと考
えています。
　今後ともどうぞよろしくお願い致します。

末包　生海

板 橋 支 部 弘 報令和７年９月15日 第238号
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ＩＣカード１枚で全国どこへでも？！
　２０２５年も早いもので下半期を半分過ぎようとしておりますが、いかがお過
ごしでしょうか。
　支部事務局では、２０２３年２月からお勤めいただいた平尾裕子さんに代わり
まして、本年３月より吉田　薫さんが着任しました。たいへん明朗で、皆様の気分
を癒していただけるオアシスのような方です。事務局にお越しの際はお気軽にお
声がけくださいますよう、お願いいたします。
　
　私事ですが、鉄道ファン歴５０ん年になります。
　皆様、電車はどういう手段で乗られますか？切符それともＩＣカード、或いは
モバイルでしょうか？
　現代はキャッスレス・ペーパーレスの時代。関東では平成に入って自動改札が
普及し、イオカードやパスネットといった磁気式カード乗車券を改札機に通しま
したが、これらがＩＣカードに発展した現代では切符を買って乗るという習慣が
なくなってきたと思います。
　関東地方では２００１年にＳｕｉｃａ、２００７年にＰＡＳＭＯの導入が始まり
ましたが、その後２００８年から２０１３年にかけて、北海道・東海・関西・九
州でも使えるようになり、これでほぼ全国で使えるようになりました。
　これにより自分が持っているＩＣカード１枚で全国どこでも（というといい過ぎ
ですが）乗れるようになったのはすごいと思います。私も実家帰省の際は自分の
Ｓｕｉｃａが使えるので大変重宝しています。
　なお、電子マネーとしてコンビニやスーパーの大半でも使えるので、電車に乗
る機会がなくても大丈夫です！

写真は俗に言われる交通系ＩＣカード９種類
です。（  ）内は購入できる鉄道会社。
Kitaca（ＪＲ北海道）、Suica（ＪＲ東日本）、
PASMO（首都圏私鉄・地下鉄）
Toica（ＪＲ東海）、manaca（中京圏私鉄・
地下鉄）、ICOCA（ＪＲ西日本）、
SUGOCA（ＪＲ九州）、nimoca（西鉄）、
はやかけん（福岡市地下鉄）
この他に PiTaPa（関西圏私鉄・地下鉄）
があります。

事務局だより
いたじむＬＩＮＥいたじむＬＩＮＥ
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青年部主催／五支部合同懇親会

　7月14日(月)、大井競馬場において五支部（王子・板橋・荒川・
川口・西川口）青年部の合同懇親会が開催されました。当日は、
台風５号の影響もなく「おおい」に盛り上がりました！
　開催場所が競馬場ということもあり、女性の参加者は私しか
いないかも知れないと思いながら競馬場に向かいましたが、板
橋支部の方も含め女性の方も多く参加されており、名刺交換さ
せていただくことができました。
　馬券の購入方法については、詳しい先生が丁寧に教えて下さ
りました。レースが始まり、競馬新聞片手に投票券に予想を書き込んでいる先生もおられ、冷房の
効いた室内においても「熱」を感じました。
　懇親会の中頃には、勝馬投票券の払戻金に係る所得の区分が争われた「大阪事件」、「札幌事
件」及び「高松事件」のレジュメが配布され、競馬の観戦しつつ「営利を目的とする継続的行為か
ら生じた所得」について考えることとなりました。
　最終レース前に自由解散となりましたが、私は残り最後の走りを見届けました。川口支部と西
川口支部とは税理士会が異なることから、私にとっては貴重な交流の機会となりました。心より御
礼申し上げます。ありがとうございました。

三浦　恵利香

大盛り上がり! 競馬場で研修会?!
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